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「国際共修」「多文化間共修」
「多様な文化背景をもつ大学生の学び合い」

「文化的背景が多様な学生によって構成さ
れる学びのコミュニティ（正課活動及び正
課外活動）において、その文化的多様性を
学習リソースとして捉え、メンバーが相互
交流を通して学び合うこと」（及びその仕
組み）

（坂本・堀江・米澤 2017）

4



なぜ「国際共修」？



日本の大学の国際化政策の中では

●1983年〜：外国人留学生の受け入れ促進・環境整備

●2000年〜：派遣・双方向交流・研究・組織など多様化

●2014年〜：スーパーグローバル大学創生事業
●すべての学生を対象に→学内での国際教育機会提供
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「国際共修」のねらい

• 文化（言語）背景の異なる学生が、コミュニケーションの
障壁をお互いに乗り越え、そのプロセスから（安心して）
学ぶことのできる教育的仕掛けを提供する

• 外国人留学生が、現地学生との交流を通じて学ぶ機会を提
供する

• （国内学生の海外留学への動機付けを高める）

• （国際学生の日本留学に対する満足度を高める）
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国際共修のねらい：異文化体験をとおした学び（海外留学
など）に匹敵する教育経験を、より多くの学生に提供する

●オープンな心

●違いを楽しむ気持ち

●相互理解・尊重の姿勢

●良い聴き手であること

●柔軟な考えと行動

●多面的な見方

●立ち直る力

●情報収集力

●想像力

●自己理解

●自信

●試行錯誤できる力

●問題発見・解決力

●ストレス・コントロール

●感情コントロール

●判断を保留する姿勢

●創造性があること

●曖昧さに対する許容

●ユーモア など

（BRIDGE Institute 2014)
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異文化体験を通して身につく可能性のある
スキル・能力・姿勢

●好奇心

●語学力

●交渉力

●観察力

●忍耐力

●省察力



自文化中心主義をのり超える

自文化中心主義（Ethnocentrism）とは？

「『私たちのやり方が一番よい・正しい』と信じ、全ての物事を自分
の基準で判断・評価する心理的状態」 (Bennett 1993) 

「新しい情報は、すでに知っている情報との関連でしか認識・理解
できないという、人間の特徴」(Mestenhauser 2001)
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Developmental Model of Intercultural Sensitivity (Bennett, 1993)
Intercultural Development Continuum (Hammer 2012)
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文化的相対主義
Ethnorelative mindset

自分の文化を多様な文化の一つに位置付け
、物事や事象を多角的に捉える

自文化中心主義
Ethnocentric mindset

自分の文化が現実理解
の中心

異なる文化の人々が、同じ状況をどのように受け止めるのか、物事をどのように
考えるのか、など想像力を巡らせて理解しようとする。文化的文脈に応じて、自分
の視点を多面的に切り替えてみようとする。異文化体験で獲得した様々な考え方
、価値観、行動様式などを自分の選択肢にとりいれ、状況に応じて適切に使い分
ける。異なる文化の人々の間の橋渡しをする。自分は新しいことを学び続ける存
在であると考える。（Bennett, 1993)



国際共修の実践パターンと方法論



国際共修の実践パターン

科目： 教養科目（全分野）・専門科目（特定分野）

日本語教育・外国語教育

言語： 単言語・多言語（日本語・英語・その他）

場所： 教室内(Internationalization at Home)・
海外(Internationalization abroad)・その他
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方法論１：体験学習の循環過程 (Kolb, 
1984)
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体験
（体験する）

仮説化
（次にどうするか）

分析
（なぜ起こったか）

指摘 内省・観察

（何が起こったか）

Kolb, 1984

理論化



方法論２：異文化接触の強度を左右する諸要素 (Paige, 
1993)

●学習者にとって「学ぶのに適切な」レベルの異文化体験強度
（心理的負荷）とは？
●Intensity Factors of Intercultural Experience (Paige, 
1993)からの抜粋８項目
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文化の違い・違いの捉え方 過去の異文化体験の有無

自文化中心主義の度合い 期待感

言語力・言語使用の必要度 見える違い・見えない違い

文化への入り込み度合い 文化的孤立度



接触仮説理論 (Allport 1954)

●異文化交流を通して学びを最大化し、個人間・異文化間の
相互理解につなげるための環境条件
●メンバーがゴールを共有していること
●グループ内での協力すること
●メンバーの立場が平等であること
●制度的なサポート（ルール等）が保証されていること
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課題と展望

1. 「文化的多様性」の捉え方をより柔軟かつ広がりをもたせ、人の文
化的アイデンティティの複雑さへの気づきを高めるには？

• 多文化環境における個性の発揮と尊重を目指して

2. 国際共修の意義をより広く伝えるには？

• 未経験者にわかりづらい、言語化しにくい学びの特徴

3. 国際共修を企画・運営する教職員の異文化感受性を高めるには？

• 自分の異文化間能力・感受性が、プログラムでできることの限界
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